



京都大学 附置研究所 ・センター シンポジウム : 京都から
の提言-21世紀の日本を考える (第10回) 「活力ある未来の























































































































































































































































































































































































































































































砂崩れで 11名の方が亡くなっています。この報告集は 20年 12 月に出されてますから、
この故真下先生というのは、その枕崎台風で亡くなった先生です。それから、助教授の大
久保先生、講師の西山先生、それから島谷先生が亡くなっています。
　報告集は 20年の 12 月に出たんですけど、実際にこれが発刊されたのが 1953 年です
から８年後です。これはＧＨＱが、この出版を禁止したということと、学術振興会がお金
がなかったんで、ずっと発刊がおくれたんです。
　この原本がうちのセンターにありますので、それを読んでみますと、この報告集の中に、
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被爆後、多数の患者は下痢を訴えた、多くは
水様便であるが、中には血便を来した者もあ
ると。中性子により腸粘膜に破壊が見られる
ことから、放射能作用の直接的影響として血
便を来すこともあり得るということも書いて
います。赤痢じゃないということは、当時か
ら、どうもわかっていたようですね。放射線
障害として腸の障害が起こったんです。
　時間がなくなりましたので、残りをちょっ
と簡単に説明します。
　今、ナイミーへン症候群というのを次お話
しします。
　こちらはまた別のことがわかってきまし
た。このナイミーへン症候群というのは、オ
ランダのライン川がドイツから入るところ
に、ナイミーヘン市という人口５万人ぐらい
の町があるんです。そこで最初の患者さんが
見つかりまして、この最初の患者さんは 30
幾つまで生き残ったんですけど、最後は免疫不全で亡くなっています。
　我々が、広島にいたときに、この患者さんの細胞をもらいまして、松浦教授と、それか
ら後で茨城大の教授になった田内さんとかとチームを組んで、この遺伝子をクローニング
したのが 1998 年です。そして、それを私が京都に移ってから、その遺伝子機能を解析し
たら、こういうことがわかりましたということですね。
　最初にクローニングしてすぐに、ここに相同組み換えをコントロールする領域がありま
すよというんですね。その後、ケンブリッジ大学の先生が、この端っこに、細胞は常に増
殖して娘細胞をつくっているんですけど、ＤＮＡ修復をやるときには、増殖を停止しなさ
いという指令を出します。チェックポイントの指令を出します。
　それから、その後、ＤＮＡというのは、コンパクトに折り畳まれていますから、それを
緩めなきゃいけないと、その指令を出すところが、ここにあります。
　それから、今でも意味がわからないんですけど、紫外線が当たったときにＤＮＡ複製を
助けてくれるような方法があります。これは、紫外線に感受性がある色素性乾皮症という
病気がありますけど、あのバリアントと有名なんですけど、その上流に、どうもこの放射
線のたんぱくがかかわっている。この両者がどういうかかわり方を持っているのかという
のは今でもわからない謎です。
　それから、ごく最近ですね、ハーバード大学のグループが、こちらにチェックポイント
を開始したら停止しなければいけないわけですけど、停止のシングナルを与えるのが、こ
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こにあります。遺伝子の中に、こういうぐあ
いに幾つかの機能を示すところがありまし
て、京都大学の木原教授はですね、地球の歴
史は地殻の層にあり、すべての生物の歴史は
染色体に刻まれているというようなことを言
いました。まさに私は、そのとおりだと思っ
ています。これが、放射線を照射したときに
細胞の中で起こることなんですよと。
　先ほどまで延々長々と説明したのは、ここ
を私は、相同組み換え修復、ここのところを説明していたにしかすぎないんですけど、も
っとたくさんのことが細胞の中では、どうも起こっているらしいんですね。
　それで、その例として、一つは、胎児への被曝を話をしたいと思います。福島で事故が
起こったときに、私のような基礎研究者でも何か手伝ってほしいということで情報が入っ
てくるわけです。そうすると、その中に、消防士さんが全国から集められて、その消防士
さんの中に女性が入っていたんです。消防士さんに女性が入っているというのは、ちょっ
と想定外で、考えてみたら当たり前なんですけど、消防士さんというのは救急車もかかわ
っているわけですから、女性が入っていて当然なんですけど、女性が入っていると、放射
線防護でまずいことが起こるんですね。
　なぜなら、胎児は、もし、その消防士さん
が妊娠しているとすると、胎児が非常に放射
線に弱いんですね。今までの研究から、胎児
は低い線量で流産、奇形、知恵おくれが出る
ということがわかっております。だけど、こ
の流産と奇形は、これは人では観測されてま
せん。唯一わかっているのは知恵おくれが出
ることは、広島の原爆小頭症の研究からわか
っております。これがまた非常に低い線量で
起こります。１シーベルト、１グレイの被ばくで 50％の頻度で起こります。がんは１グ
レイで５％起こりますね。その 10倍の頻度で原爆小頭症が起こるという、非常に高い頻
度で起こる。それから、先ほどの小腸とは違って、ここが非常に低い線量から起こります。
なんと、０.12 シーベルトでも起こりますよということで、先ほどのＤＮＡ修復では説明
できないんですね。
　これがアポトーシスとかかわりますよというようなことなんです。アポトーシスという
のは自爆死です。ちょっと傷がついたら、もうこれは細胞は諦めなさいと、諦めて、細胞
に死になさいと指令を出すんですね。それは、将来がんになったり悪い影響が出るのをお
それて細胞が行う健全な機能だと思われています。
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　我々も、人を使うわけにいきませんから、
マウスを使って実験すると、放射線を照射す
ると、生まれてきたときにちょっと小さいん
ですね。そして、マウスの脳のここをこう切
ってやると、横から見たものなんですけど、
脳がここで分裂して、神経がどんどん、どん
どんこう上のほうに積み重なっていくわけで
す。そこを見てみますと、放射線照射すると
赤いのがいっぱい出来てきます。これはアポ
トーシスを起こした細胞を染めたんです。ですから、先ほどの放射線のアポトーシスが、
脳では高頻度に起こっているということがわかると思います。
　簡単に脳ではアポトーシスを起こすために、これ１グレイの照射で、しかも非常に短期
間、４時間後にこれが起こってますから、高頻度にアポトーシスを起こすことがわかりま
す。これが原爆小頭症、放射線小頭症の原因であるというのが、この４、５年の間にはっ
きりしてきました。
　話をまとめますと、自然というのは素晴らしいものであると、全面的に我々は受け入れ
なければいけないんだけど、たった一つ、私は間違いがあるというのは、その遺伝情報を
ＤＮＡに刻んでしまったこと、このために放射線に人は非常に弱くなってしまったんだと。
なお悪いことには、人はそれを治そうとして、非相同末端再結合を使ってしまうんだとい
うことですね。
　非相同末端再結合がなければいいんですけ
ど、だけど、ないと我々の大部分をつくって
いる分化した細胞は修復できなくなるわけで
す。そのためには必須なものですから、まあ
言ってみれば、人が放射線に弱いのは生物進
化の必然ともいえるんだということですね。
　最後に、ＮＢＳ１の話をしましたけど、我々
がクローニングした遺伝子の中に原爆小頭症
とか放射線の中で起こっていることがしっか
りと刻み込まれていますよというようなお話
をしました。以上です。
